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本文の文字サイズで1行スペース　↓執筆者名・所属は11pt・MS明朝・中央（または中央寄りになるようにインデントを調整）　
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1行スペース   ↑複数執筆者の氏名と所属の先頭を揃える　　
キーワード:埼玉大学、教育学部、紀要、作成要領←10.5pt・MSゴシック・中央
↑キーワードは3～5語　　　　　1行スペース　
１.はじめに	←章見出し・10.5pt・MSゴシック・両端揃え
1行スペース　　
　『埼玉大学紀要　教育学部』の執筆は、この要領に基づいて行う。
　原稿は、A4用紙（縦297mm、横210mm）を用いて作成し、余白は天30mm、地30mm、左右25mm とする。体裁を整え、不鮮明な部分がないようにすること。
　和文は横書きの場合、本文（全角）がMS明朝体10.5pt、1段組、1行43字、40行の設定とし、句点は[。]、読点は[、]を用いる。縦書きの場合、1行29字、25行の上下2 段構成（段間10mm）とし、その他の書式は横書きの場合に準ずるものとする。本文中の半角英数字のフォントは、適宜統一すること（Times New Romanか、全角と同じMS明朝体を推奨）。
　欧文の場合は、原則として本文のフォントをTimes New Romanとし、 ポイントは11.5ptとする。和文のゴシックに相当するフォントとしてTimes New Romanの太字を用いる。作成イメージの詳細は欧文用テンプレートを参照のこと。
1行スペース　
２.タイトル・副題・氏名・所属の書き方
1行スペース　
　【和文の場合】本稿の上記の指示の通り、原稿最初のページの1行目に原稿の題目(副題がある場合、副題は2行目)、1行空けて執筆者名および(投稿時の)所属、1行空けてキーワード(3〜5 語)、1 行空けて本文を書き始める。院生の所属は研究科までを記載する。なお、1行空けは本文の文字サイズ（10.5pt）でおこなう。また、和文縦書きの場合も、フォント・サイズは横書きに準ずる。
【欧文の場合】タイトル・副題・氏名・所属すべてのフォントをArial とする。その他の点については欧文版の作業要領兼テンプレートに従って作成すること。（注意点……欧文副題はコロンと半角スペースの後に記載し、ダッシュは使用しない。欧文名は、姓、名の順番とし、姓は大文字、名は語頭を大文字、以下小文字とする。）
1行スペース　　
３.見出しおよび本文の書き方
1行スペース　　
　本文を章（大見出し）、節（中見出し）、項（小見出し）に区切る場合は、章の見出し番号は１.２. ・・・(全角)、節の見出し番号は1-1、1-2・・・(半角)、項の見出し番号は(1)(2)・・・(半角)とし、章と節に関しては行の左端からMSゴシック体(欧文の場合は、Times New Roman太字)で書き、本文はこれと行を変えて1コマ空けて書き出すものとする。なお小見出しは行頭を1コマ分空ける。和文縦書きの場合は原則として章番号等に漢数字を使用する。
　大見出しを変えるときは、前後1行スペースを空ける。中見出しを変えるときは前1行スペースを空けるものとする。小見出しは前後の行スペースを空けない。
1行スペース　　
3-1 図など←節見出し・10.5pt・MSゴシック・左詰め　　
　図（写真を含む）および表は十分な大きさで鮮明に作成する。特に、細かすぎる凡例や破線、0.25pt以下の罫線は表示されない場合があるので注意を要する。作成した図表は本文中の適切な位置に貼り込むこと。図の題は図の下につけ、表の題は表の上につける（和文の場合、文字サイズは9ptで、フォントは本文の全角文字・半角文字と同様にする。欧文の場合はTimes New Roman太字11.5pt)。図 1　図題
出所：大久保(2009),p.15

　図表番号は図 1、図 2、…、表 1、表 2、…のように記載し、図題等との間には全角1文字分のスペースを空ける。タイトルと図または表が離ればなれにならないような設定を必ずおこなうこと（word2007の場合は「描画キャンバス」とグループ化、一太郎の場合は「枠の説明文」の利用などを利用する）。原則として図表全体を囲む外枠はつけない。図表の上下は一行程度のスペースを設けて見やすくなるように心がける。表中の文字のフォントは原則として、和文の場合でも欧文の場合でも、本文と同様にする。
　図表で他の著作を引用または転載する場合は、図表内に出所を明示する。転載の場合は、著作権者から転載の許可を得ること。
表1　表のイメージ
Factor
Item
Times New Roman
S.E.
明朝
明朝
1


1
1.5
0.04
-0.1
13

2
0.9
0.06
1.1
18

2
0.3
0.05
-4.0
32









(1)注、脚注、および謝辞
　原則として、注、脚注および謝辞は引用文献または参考文献の前に置く。
　見出し語（注、脚注、謝辞など）は、MSゴシック体で中央揃えにする（縦書き原稿の場合は中央揃え不要）。サイズは9ptを使用する。注などの中身の文については、フォントは本文と同様のものとし、サイズは9ptとする。

(2)引用および参考文献←項見出し・10.5pt・MSゴシック・行頭１字空け　　
　本文中での引用は、投稿者の学問領域の慣習に従っておこない、引用文献（References）または参考文献（Bibliographies）を記載すること。見出し(引用文献、または参考文献という語)は、MSゴシック体で中央揃えにし、番号はつけない。文献を表記する際のフォントの種類およびサイズは、本文と同様にする。
1行スペース　
４.アブストラクト（要約）について
1行スペース　
4-1 欧文のアブストラクト（要約）←節見出し・10.5pt・MSゴシック・左詰め　　
　欧文アブストラクト(要約)を付ける場合は、参考文献等の論文本体の後ろで改ページをする。その際，論文本体と欧文アブストラクトのページとの間に空白ページは入れない。
　1行目に欧文の題目をArial太字14pt、中央揃えで記す。2行空けて（行を空ける時は本文と同じ11.5ptで）、執筆者名および（投稿時の）所属を記載する。2行空けてTimes New Romanの太字12pt中央揃えでAbstract と記し、続いてアブストラクト本文を載せる。アブストラクト本文のフォント・文字サイズはTimes New Roman 11.5ptとする。和文のゴシックに相当するフォントとしてはTimes New Romanの太字を用いる。アブストラクト本文の後ろに1行空けてキーワード(Keywords：3〜5 語)を記載する。詳しくは本テンプレート末尾を参照すること。
1行スペース　
4-2 和文のアブストラクトは付けない。
1行スペース　
５.その他の注意事項
1行スペース　
　著者校正においては、誤字・脱字以外の修正をおこなうことはできない。原稿作成要領に従った上で、誤字・脱字などのミスがないよう慎重に作成し、完成原稿を提出すること。
　日本語以外の言語を使用する場合（欧文題目を含む）には、執筆者の責任において、母語話者によるチェックを受けること。
　ページ番号、ヘッダー、フッター、提出日、受理日等は一切記入しない（委員会で記入をおこなう）が、記入用のスペースを確保するために最後に空白行を3行おく。
本テンプレート中にある、論文としては不要な文字列（「1行スペース」等）は、全て削除してから原稿を提出すること。
1行スペース　
注(見出しはMSゴシック9pt，中央揃え)
1. 本稿では○○と定義をした。　←注などの中身の文については、フォントは本文と同様のものとし、文字サイズは9ptとする（欧文の場合は欧文用テンプレートを参照のこと）
2．○○については多くの議論がある。
1行スペース　
謝辞(見出しはMSゴシック9pt，中央揃え)
本研究をおこなうにあたり○○○の助成を得た。　←謝辞などの中身の文については、フォントは本文と同様のものとし、文字サイズは9ptとする（欧文の場合は欧文用テンプレートを参照のこと）
1行スペース　
引用文献
(見出し語はMSゴシック体で中央揃え、括弧等で囲まない．形式は例示．各分野のスタイルに合わせても可)　
Messick, S. (1995). Validity of psychological assessment: Validation of inferences from persons’ responses and performance as scientific inquiry into score meaning. The American Psychologist, 50, 741-749.
大久保さくら（2009）「学校における○○の変遷とその意義　―今後の課題を含めて―」『○○大学紀要　人文社会学系Ⅰ』60，pp. 201-220　(半角英数字をTimes New Romanにした場合の例)　

付録(見出し語はMSゴシック体で中央揃え、括弧等は使用しない)
記載方法は原則として本文と同様とする。


1行スペース　　　　　 　　　　　　　　　
1行スペース　　　　　　 　　　　　　　　
1行スペース(要するに全部で3行のスペース)


The Influence of (Arial太字14中央揃え) Strategies 
When Answering TOEIC® Listening Items: 
A Case Study of Japanese University Students (Arial太字12中央) 
(欧文副題はコロンと半角スペースの後に．ダッシュは使用しない．改行は任意．)　　
(題目・副題と執筆者名との間は11.5ptで2行空ける)　　
TANAKA, (Arial太字12中央揃え) Taro
Faculty of Education, Saitama University (Arial 10.5中央)
SUZUKI, Hanako
Faculty of Letters, Okubo University
(11.5ptで2行空ける)　　

Abstract (Times New Roman太字12pt, 中央揃え)　
This paper (Times New Roman 11.5pt　Abstractの行頭は空けない) investigated the effects of the choice between two different strategies for solving TOEIC® listening test part 4 type questions on item difficulties. The strategies focused were the preview-questions and answer-while-listening strategy and the listen-without-question-preview and answer-after-listening strategies. A group of 64 Japanese EFL under- or post-graduate learners solved 30 TOEIC part 4 type listening problems using either of the strategies. Rasch-based common item equating located these items on a single difficulty dimension with measurement error information. Even though a t test indicated no significant difference between the means, correlational analyses and 95% control line analyses suggested that the choice of different strategies did make a difference in the difficulty of each item as well as the exact nature of the construct tapped. Test-takers’ perception of these strategies was also explored by examining their verbal comments, which indicated unanimous preference for question preview but divided opinions regarding while-listening answering. Based on these results, we argue that the current structure of TOEIC listening test part 4 poses a serious threat to its own test validity. (Abstract本文は「両端揃え」にして行の右端を揃える。行の右端を揃えるためのハイフネーションは使用しない) 
(1行空ける)　　
Keywords：test-taking strategies, listening, TOEIC (Times New Roman 11.5．Keywordsは一単語。Keywordsの中身に関しては，大文字表記すべき語と固有名詞の語頭以外は小文字)

（※69巻1号より，ページ数を偶数ページに調整する必要はない）　
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